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CROI参加報告 
 

                    

 
 2018年3月４日より７日まで４日間、アメリカ・ボストンで開催されましたConference on 

Retrovirus and Opportunistic Infections (CROI)へ参加させて頂きました。当院では輸血部の先

生方が中心となりHIV診療をされておりますが、以前に勤務しておりました病院での診療経験もあ

ることから、引き続き当院の輸血部の先生方のもと、日々勉強させて頂いております。 

 

 CROIはHIV感染症について世界的に最も権威のある学会の一つと言われております。基礎研究

から臨床研究まで様々な発表がありましたが、特に私自身の診療経験の中で治療に難渋したクリプ

トコッカス髄膜炎の発表に関心がありました。 

クリプトコッカス感染症は真菌感染症であり、肺病変以外のクリプトコッカス感染症はAIDS指標

疾患の一つであります。クリプトコッカス髄膜炎は予後が非常に悪く、進行が早いため、治療介入

しても効果を得られないことがあります。  

 日本でのクリプトコッカス 髄膜炎の治療薬はアムホテリシン、フルシ

トシンによる初期治療を行い、その後の維持療法はフルコナゾールによる

治療を行いますが、アフリカ諸国では、薬価の問題や副作用管理などの問

題が発生します。WHO（世界保健機関）の推奨治療では上記の様な諸問

題によりアムホテリシンが使用できない場合、フルコナゾールによる初期

治療から開始することがあります。その中で、アフリカからの臨床研究で

はWHOのフルコナゾール推奨治療量から増量し、副作用発現率は著変な

く死亡率が改善したとの報告がありました。別の発表では、クリプトコッ

カス髄膜炎に対して動物実験では抗うつ薬（セルトラリン）の有効性が認

められたことから、通常治療に併用して有効性を比較した研究がされてい

ました。 

 同疾患は、アフリカなど患者数が多い諸外国を含め、治療に難渋して

おり、様々な対策や工夫をしつつ治療へ取り組んでいる印象がありまし

た。その他、結核などの発表を含めますと、患者数の多い諸国では、治療

も然りですが、予防に力を入れている印象を持ちました。 

 

 日本では同様の診療経験をすることが稀であるため、上記の様な検討

は困難です。その中で、直に海外での学会発表を見学することができる貴

重な機会を頂き、輸血部や総合診療科の先生方に深謝を申し上げます。今

後の診療や研究へ活かしていき、機会がありましたら更に知識を得た上で

再度参加をしたいと考えました。 

 

総合内科・総合診療科 柿本 聖樹 
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平成30年度HIV診療チーム 

エイズワーキンググループ 

 こんにちは、エイズワーキンググループです♪。 

 私たちは、HIV/AIDS診療に関わる看護師が、課外活動として自主的に活動している 

グループです。今年度は16名での活動スタートとなりました。HIV/AIDSに関する 

最新情報をもとに知識を深めたり、看護実践能力を高めることを目的に、自分たちの 

ペースで活動をしています。今年度は、例年の研修協力や検査イベントの参加以外に、 

12月に公開学習会を開催予定です。公開学習会では、看護師だけでなく広く他職種に 

参加を呼びかけ、HIV/AIDSについて知っていただく機会にしたいと考えています。 

新しいメンバーも随時募集中です。是非、一度定例会に遊びにいらっしゃいませんか？ 

 

 定例会   

日付：6月14日・9月13日・11月8日 

   12月14日・2月14日（木曜日） 

時間：17:30～18:30 

場所：入院棟3階カンファレンスルーム 

  

  

新メンバー紹介 
 エイズ診療チームに加わりました、広島大学病院輸血部の井上暢子です。 

 

 もともと血液内科で働いていましたが、昨年輸血部に異動しHIVの診療に関わっています。 

 出身地は天草です。この度、潜伏キリシタン遺産が世界文化遺産の候補になり、少し騒がれて 

いる天草です。勘違いされている方が多いですが、天草は長崎県でなく熊本県にあります！九州 

の西海岸で生まれた私ですが、今回アメリカの本物西海岸に行ってきました！ 

 昨年11月に、サンフランシスコのHIV研修に参加させて頂き、サンフランシスコの歴史や診療 

体制を学んできました！3病院合同会議で研修の発表会を行いましたが、お伝えできなかった事 

が沢山あるので、興味のある方はいつでも遊びに来てください。皆さんよろしくお願いします！ 
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薬害HIV救済シンポジウムに参加して 

 エイズ医療対策室 精神保健福祉士 村上英子 

 

                  

 

 

薬害エイズ裁判の和解成立の翌年（1997年）に医療面での支援の一つとして東京に国

立国際医療研究センター（以下、ACC）が設立されました。今から20年も前のことで

す。そのACCにおいて、本年5月18日（金）に『薬害HIV救済シンポジウム』が開催さ

れました。これまでACCが取り組まれてきた医療だけでなく、他機関との連携で薬害被

害者への総合的な支援の関わりを伺えた貴重なシンポジウムでしたので感想を交えてご紹

介致します。 

 

 

まずACCの潟永博之先生からは、多剤併用療法が出来るまでの死亡率の高さや、C型肝

炎治療の歴史のお話がありました。米国の非加熱濃縮凝固因子製剤による感染でHIVだけ

でなく米国型のC型肝炎にも重複感染したため日本で保険適応されていた薬剤が使えな

かったとのこと。それにより肝疾患の進行が早まった方もおられたという当時の話に、薬

害被害者の方の苦しみを改めて感じました。 

また、長崎大学病院移植・消化器外科の江口晋先生からは肝移植のお話を聞くことがで

きました。肝疾患が進行し肝移植を考える際、アメリカでは年間約6,000件もの脳死肝

移植が行われているのに対し、日本では90％が生体間移植であり、しかも年間実施件数

はわずか約400件。それに加えて、血友病は遺伝性疾患のため家族からの生体間移植が

難しい場合が多く、ベストな選択は脳死肝移植であるとのことでした。血友病ということ

でドナーが極めて少なくなる現実も初めて知りました。移植することで血友病が治り、C

型肝炎治療薬で肝炎も完治できるということなので、治療の選択で人生の選択肢を広く持

てるようになって欲しいと思います。 

 

最後に地域ブロック拠点病院からACCに今後望むこととして数点あがりました。保険

適応外治療や臨床研究の利用、拠点病院では支援が難しいケースへの介入や、ACCだか

らこそできる機動力と役割を生かした診療支援が述べられて、改めて連携の重要性を感じ

ました。当院でもACCはじめ、全国の拠点病院同様に連携に力をいれているので、全国

でスムーズな連携ができる体制を目指したいと思いました。 
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平成30年度研修案内 
是非ご参加を！！ 


